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石本剛- (三重大 ･医 )
これまでヒトの唾液蛋白について屯気泳動で検
出される少なくとも11種類の遺伝培誠の存在が知
られている｡ヒト以外の霊長類ではanvlaseisoI
zymeの種眉間の高変異性やマカック唾液蛋白M
P氏p(prolinerich)の等質性の観察が報告さ
れているが､まとまった研究は未だない｡
われわれは1985年度共同利用研究を通じて､マ
カックを中心に46例の唾液試料を採取し､全般に
霊長類唾液蛋白分布がヒトのそれと非常に只なる
こと､ニホンザルを含むマカック屈における唾液
アミラーゼの著しい多型とヒトにない低分子血
cys含有蛋白の変異の存在など観察してきた｡本
年度でさらに検査試料の拡充をはかったが､再採
取を含め15試料の採取にすぎなかった｡そこで88
年度に延長して多種多様な霊長類試料入手の機会
を求め､唾液蛋白変異検索の継続を予定している｡
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